
○猪名川町土砂等の埋立て事業の保証金に関する質権設定契約実施要領 

平成２９年７月４日 

要領第３８号 

（目的） 

第１条 この要領は、猪名川町土砂等による土地の埋立等を規制する条例（平成２９年猪名

川町条例第１６号。以下「条例」という。）第２２条第３項の規定により、町と条例第２

条第１項に規定する土砂埋立て等を行う者（以下「事業主」という。）が締結する質権設

定契約に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（金融機関） 

第２条 条例第２２条第１項の規定に基づき、事業主が保証金を定期預金により預入する金

融機関は、事業主に対する債権を有しない金融機関に限るものとする。 

（質権設定契約書） 

第３条 条例第２２条第３項の規定に基づき、町と事業主が締結する質権設定契約は、定期

預金質権設定契約書（様式第１号）によるものとする。 

（金融機関の承諾等） 

第４条 事業主は、条例第２２条第３項の規定に基づき、町を質権者とする質権設定に対し、

当該金融機関の承諾を得なければならない。 

２ 事業主は、前項の承諾を得た場合は、当該承諾書に公証人による確定日付を取得しなけ

ればならない。 

（利息の取扱等） 

第５条 条例第２２条第３項の規定に基づき、町と事業主が締結する質権設定契約において、

町が質権者となる対象は定期預金の元本のみとし、当該金融機関の定める利率により発生

する定期預金の利息は含めないものとする。 

２ 条例第２１条に規定する土砂埋立て等の完了の届出前に、条例第２２条第１項の規定に

基づき預入された定期預金に満期日が到来し、当該金融機関の定めるところにより継続更

新された定期預金についても、当該質権設定契約の効力が及ぶものとする。 

（預り証等） 

第６条 条例第２２条第３項の規定により締結した質権設定契約に基づき、町が事業主から

定期預金証書を預かったときは、事業主に預り証（様式第２号）を交付するものとする。 

２ 条例第２２条第３項の規定により締結した質権設定契約を、条例第２４条の規定により

解除するときは、町が預かっていた定期預金証書を事業主に返還することにより行う。 



３ 第１項の預り証は、前項に基づき、町が事業主に定期預金証書を返還したときは、事業

主はこれを町に返還しなければならない。 

附 則 

この要領は、平成２９年９月１日から施行する。 



 



 



様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第６条関係） 

 


